
別紙様式第11号

高収益作物次期作支援

現況面積
（計画時）

（a）

左記に相当する面積の
現況面積

（令和３年度末）
（a）

ぎふ農業協同組合
令和２年

度

事業実施地区の対
象品目の作付面積
が令和３年度末に
現況面積以上とな
ること
現況1.8ha⇒目標
2.1ha

1,821.0 1,862.6

１．野菜：新たな販売方法の
開拓、省力化によるコスト低
減と安定生産を図るための新
たな栽培方法の取り組みを行
う。
２．花き：新たな品種や出荷
形態を導入するとともに、省
力化によるコスト低減を図る
ため、自動カーテン等の導
入・利用を推進する。
　また、厳選出荷の取り組み
として、市場が求める品質等
の情報やそれに対応する出荷
方法を関係者全員で共有し、
栽培に取り組む。

事業実施主体が設け
た成果目標及び現況
面積以上の成果目標
が達成されていない
ため目標が達成され
るよう通知し、今後
の取組に期待する。

岐阜市農業再生協議会
令和２年

度

事業実施地区の対
象品目の作付面積
が令和3 年度末に
現況面積以上にな
ること。（現況
3.4ha⇒目標
3.4ha）

402.2 402.2

・花き
次期作に向けて、実需者ニー
ズに即した新たな品種を導入
するとともに、安定生産のた
めにLED 照明装置や機械化体
系の導入を推
進する。
また、厳選出荷の取組とし
て、市場が求める品質等の情
報やそれに対応する出荷方針
を共有し、高品質化に努め
る。

令和３年度末の現況
面積が計画時の面積
以上となっているた
め事業実施主体の成
果目標は達成してい
る。

高収益作物次期作支援交付金に関する事業評価票

事業実施主体名
事業実施

年度
成果目標の内容

成果目標の達成状況

具体的な取組内容
地方農政局長等の意

見



現況面積
（計画時）

（a）

左記に相当する面積の
現況面積

（令和３年度末）
（a）

事業実施主体名
事業実施

年度
成果目標の内容

成果目標の達成状況

具体的な取組内容
地方農政局長等の意

見

各務原市農業再生協議会
令和２年

度

事業実施地区の対
象品目の作付面積
が令和３年度末に
現状面積以上とな
ること。（現状

250a→目標253a）

1,806.0 4,138.0

１．野菜 ニンジン、キャベツ
を中心に新たに産地で戦略的
に推進する肥料等を導入。
２．実需者ニーズに即した品
質管理、安定生産のために新
品種の導入を推進。
３．交付金を見込んで既に実
施した機械等の導入
４．野菜 新品種の導入による
新規需要の開拓、規模拡大に
よる契約面積の追加を推進。
５．花き：市場が求める品質
等の情報やそれに対応する出
荷方針を各農業者において
徹底し、摘花、摘芽を推進。
６．高収益作物次期作支援推
進事務

令和３年度末の現況
面積が計画時の面積
以上となっているた
め事業実施主体の成
果目標は達成してい
る。

羽島市地域農業再生協議会
令和２年

度

事業実施地区の対
象品目の作付面積
が令和３年度末に
現況面積以上とな
ること。
現況面積157.9a→
目標157.9a

157.9 157.9

野菜：実需者ニーズに即した
品種の導入及び安定生産をす
るために推奨されている肥料
や農薬等の導入
花き：実需者ニーズに即した
品種の導入及び安定生産をす
るために推奨されている肥料
や農薬等の導入
運用の見直しにより、交付金
が減額又は交付されなくなる
生産者に対して、交付金を見
込んで既に実施した機械等の
導入

令和３年度末の現況
面積が計画時の面積
以上となっているた
め事業実施主体の成
果目標は達成してい
る。

瑞穂市農業再生協議会
令和２年

度

事業実施地区の対
象品目の作付面積
が令和３年度末に
現況面積以上とな
ること。
現況１０ha⇒目標
１０ha

1,016.8 1,049.0

花き：土づくり等作柄安定を
目的とした堆肥の導入、品質
向上を目的とした防除等の実
施。
生産者団体の取り決めに基づ
き、高品質なものだけを出荷
するために芽かき・摘花・整
枝等を実施。
野菜：生産性及び品質向上を
目的とした点滴かん水装置に
導入等。

令和３年度末の現況
面積が計画時の面積
以上となっているた
め事業実施主体の成
果目標は達成してい
る。



現況面積
（計画時）

（a）

左記に相当する面積の
現況面積

（令和３年度末）
（a）

事業実施主体名
事業実施

年度
成果目標の内容

成果目標の達成状況

具体的な取組内容
地方農政局長等の意

見

本巣市農業再生協議会
令和２年

度

事業実施地区の対
象品目の作付面積
が令和３年度末に
現況面積以上とな
ること。
現況 2496.9a →
目標2,550a

2,496.9 2,537.1

○野菜：次期作に向けて高品
質な作物を生産するため、肥
料や土壌改良剤を導入し適切
な肥培管理を推進しました。
また、次期作の栽培を推進す
るため栽培資材の導入を行い
ました。
○花き：次期作に向けて高品
質な作物を生産するため、肥
料や土壌改良剤を導入し適切
な肥培管理を推進しました。
また、より高品質な商品を出
荷するため、出荷作業時に高
品質なものを厳選して出荷す
るなど出荷作業に注力しまし
た。

事業実施主体が設け
た成果目標及び現況
面積以上の成果目標
が達成されていない
ため目標が達成され
るよう通知し、今後
の取組に期待する。

大垣市農業再生協議会
令和２年

度

事業実施地区の対
象品目の作付面積
が令和３年度末に
現況面積以上とな
ること
現況2196.3a⇒目
標2666.1a

2,196.3 2,658.7

・野菜…ブロッコリーや玉ね
ぎを中心に、産地で推奨する
肥料や資材を導入。
・茶…産地で推奨する肥料の
導入、土壌改良、茶園管理機
で茶樹の化粧ならしや遅れ芽
除去を実施。
・花き…産地で推奨する肥料
や資材の導入、及び市場ニー
ズに合わせた品種の導入。
・わさび…需要に応じた品種
の栽培と、土壌改良を実施。

事業実施主体が設け
た成果目標及び現況
面積以上の成果目標
が達成されていない
ため目標が達成され
るよう通知し、今後
の取組に期待する。



現況面積
（計画時）

（a）

左記に相当する面積の
現況面積

（令和３年度末）
（a）

事業実施主体名
事業実施

年度
成果目標の内容

成果目標の達成状況

具体的な取組内容
地方農政局長等の意

見

海津市農業再生協議会
令和２年

度

事業実施地区の対
象品目の作付面積
が令和３年度末に
現況面積以上とな
ること。現況
4,368.7a⇒目標
4,370.0a

4,368.7 4,368.7

① 花木及び野菜：量販店の需
要や動向を注視し収益性の高
い品種を取り入れた。野菜に
おいては道の駅クレール平田
直売所の売れ筋の農産物を積
極的に取り入れ、次期作以降
の収益増加につなげた。
② 花の苗、花き、みかん、ト
マト、いちご：農作業安全啓
発動画の視聴・安全講習会を
実施、産地が指定する農薬で
の防除を実施。
③ 野菜（キャベツ等）：安全
講習会を実施。次期作の苗定
植時に定植機を利用した作業
の効率化、収穫・集荷・選
別・出荷の体制までの機械化
体系の確立に努めた。

事業実施主体が設け
た成果目標及び現況
面積以上の成果目標
が達成されていない
ため目標が達成され
るよう通知し、今後
の取組に期待する。

養老町農業再生協議会
令和２年

度

事業実施地区の対
象品目の作付面積
が令和３年度末に
現況面積以上とな
ること。
現況　50.7ha　→
目標　53.7ha

5,073.3 5,434.3

１．野菜：次期作に向けて生
産性を向上させるため、生産
団体で推奨する肥料・農薬や
生産性の高い肥料・農薬への
転換をはかる。施設園芸トマ
ト組合について新品種の「か
れん」を新規に導入すること
により、販路拡大を目指す。
２．花き：地区で推奨してい
る肥料・農薬を新規で導入す
ることにより生産性の向上を
目指す。

令和３年度末の現況
面積が計画時の面積
以上となっているた
め事業実施主体の成
果目標は達成してい
る。

垂井地域担い手育成総合支援協議会
令和２年

度

事業実施地区の対
象品目の作付が令
和３年度末に現況
面積以上となるこ
と。現況　104ha
→目標104ha

104.0 106.2
ブロッコリーや玉ねぎ、大根
を中心に産地で戦略的に推進
する肥料等を導入する。

令和３年度末の現況
面積が計画時の面積
以上となっているた
め事業実施主体の成
果目標は達成してい
る。



現況面積
（計画時）

（a）

左記に相当する面積の
現況面積

（令和３年度末）
（a）

事業実施主体名
事業実施

年度
成果目標の内容

成果目標の達成状況

具体的な取組内容
地方農政局長等の意

見

関ケ原町担い手育成総合支援協議会
令和２年

度

事業実地地区の対
象品目の作付面積
が令和３年度末に
現況面積以上とな
ること。　現況面
積：113a　⇒　目
標面積：114a

113.0 133.0

野菜については産地で戦略的
に推進する作物（かぼちゃ、
なす、スイートコーン、ブ
ロッコリー、ネギ、たまね
ぎ、キャベツ）の生産。
いちご、しいたけについて
は、安定的な出荷を目指し、
いちごは肥料農薬の低減に努
める取組、しいたけは品質向
上のための潅水設備の導入・
利用

令和３年度末の現況
面積が計画時の面積
以上となっているた
め事業実施主体の成
果目標は達成してい
る。

神戸町農業再生協議会
令和２年

度

事業実施地区の対
象品目の作付面積
が令和３年度末に
現況面積以上とな
ること
現況面積31.568ha
⇒ 目標31.568ha

3,145.8 3,145.8

１．野菜 次期作に向けて、産
地で推奨する品種の作付け、
肥料及び農薬の導入・利用を
推進する。
２．花き 次期作に向けて、需
要者ニーズに即した品種を導
入するとともに、より高品質
な商品が出荷できるよう芽か
き、農薬散布、選別等厳選出
荷に組合として取り組んでい
く。

令和４年度末の現況
面積が計画時の面積
以上となっているた
め事業実施主体の成
果目標は達成してい
る。

輪之内町農業再生協議会
令和２年

度

事業実施地区の対
象品目の作付面積
が令和３年度末に
現況面積以上とな
ること。
現況 224.2a⇒目
標225a

224.2 224.2

（野菜・花き）
産地で推奨する肥料を使用す
る。農作業中の事故防止のた
め、安全啓発動画を視聴す
る。
（花き）
高品質なものを出荷できるよ
う、普段よりもいい肥料を使
用し、農薬散布回数を増や
す。

事業実施主体が設け
た成果目標及び現況
面積以上の成果目標
が達成されていない
ため目標が達成され
るよう通知し、今後
の取組に期待する。

安八町農業再生協議会
令和２年

度

作付面積 現況
3.4ha ⇒ 目標
3.4ha

344.0 372.0

１．野菜
キャベツ・ブロッコリー・だ
いこん・えだまめ、なす等を
中心に、産地で推奨する肥
料・農薬等の資材を導入した
生産を推進していくととも
に、産地で推奨する品種の栽
培を行う。
２．果樹
柿、あまなつ等を中心に、産
地で推奨する肥料・農薬等の
資材を導入した生産を推進し
ていくとともに、産地で推奨
する品種の栽培を行う。

令和３年度末の現況
面積が計画時の面積
以上となっているた
め事業実施主体の成
果目標は達成してい
る。



現況面積
（計画時）

（a）

左記に相当する面積の
現況面積

（令和３年度末）
（a）

事業実施主体名
事業実施

年度
成果目標の内容

成果目標の達成状況

具体的な取組内容
地方農政局長等の意

見

揖斐川町農業再生協議会
令和２年

度

事業実施地区の対
象品目の作付面積
が令和３年度末に
現況面積以上とな
ること。
現況5,080ha⇒目
標5,080ha

5,080.1 5,081.0

野菜は安定生産を図るため、
肥料の導入や、土壌改良を推
進している。
茶は、厳選出荷の取組みとし
て、茶商が求める品質等の情
報や、それに対応する生産方
針を地域でまとまって共有
し、生産方法の統一を図って
いる。輸出対応国を増やすよ
う取り組んでいる。
花きは、実需者ニーズに即し
た新たな品種を導入するとと
もに安定生産のためにLED 照
明装置の利用を推進してい
る。ブライダルに使用するフ
ランネルフラワーの整枝を行
う等、高品質花きの生産に取
り組んでいる。

令和３年度末の現況
面積が計画時の面積
以上となっているた
め事業実施主体の成
果目標は達成してい
る。

大野町農業再生協議会
令和２年

度

事業実施地区の対
象品目の作付面積
が令和３年度末に
現況面積以上とな
ること
現況1.74ha⇒目標
1.75ha

174.3 205.2

・（野菜）いちご、トマトや
ナス等の夏野菜を中心に農作
業安全啓発動画の視聴を促
し、産地で戦略的に推進する
天敵農薬・粘着くんやア
フェットフロアブル、プロパ
ティフロアブル、カネヤマシ
リーズや高度化成14-14-14 等
の導入・利用を推進した
・（花き）次期作に向けて、
農作業安全啓発動画の視聴を
促し、フラワーフランネルや
地域特産のバラ苗では、産地
で戦略的に推進するロング肥
料等を配合させた配合フラン
ネル倍土、スーパーIB S222
や温室の土壌改良としてサン
ソイル堆肥及び有機石灰の導
入・利用を推進した

令和３年度末の現況
面積が計画時の面積
以上となっているた
め事業実施主体の成
果目標は達成してい
る。



現況面積
（計画時）

（a）

左記に相当する面積の
現況面積

（令和３年度末）
（a）

事業実施主体名
事業実施

年度
成果目標の内容

成果目標の達成状況

具体的な取組内容
地方農政局長等の意

見

池田町農業再生協議会
令和２年

度

事業実施地区の対
象品目の作付面積
(事業対象となっ
た面積）が令和３
年度末に現況面積
以上となること。
現況5,271a⇒目標
5,271a（現状維持
以上）

5,271.0 5,454.0

１．野菜：キャベツ、タマネ
ギ、ナス、サツマイモ、トマ
ト、小松菜、ニンニクを中心
に、産地で推進する肥料・農
薬等の利用を促進した。
２．花き（ラベンダー）：産
地で推進する肥料を利用し、
農作業安全の取組（安全啓発
動画の視聴）を徹底した。
３．茶：産地で戦略的に推奨
する資材として土壌改良資材
を導入し、農作業安全の取組
（安全啓発動画の視聴）を徹
底した。
４．花き：実需者ニーズに即
した産地で推奨する品種の生
産及び安定生産のために加温
装置・かん水装置の利用を推
進した。

令和３年度末の現況
面積が計画時の面積
以上となっているた
め事業実施主体の成
果目標は達成してい
る。

美濃加茂市農業再生協議会
令和２年

度

地域花き生産協議
会が推奨する品目
の生産と共に、同
協議会が推奨する
肥料・農薬を使用
し高品質生産を実
施する。現況26a
⇒目標26a

26.0 58.0

美濃加茂市の花卉(バラ)の作
付面積が令和３年度末に現況
面積以上となること
現況26ａ⇒目標26ａ

事業実施主体が設け
た成果目標及び現況
面積以上の成果目標
が達成されていない
ため目標が達成され
るよう通知し、今後
の取組に期待する。

坂祝町農業再生協議会
令和２年

度

坂祝町の対象品目
の作付面積が令和
３年度末に現況面
積以上となること
現況103.8a⇒目標
103.8a

103.8 103.8

新型コロナウイルスの影響に
よる需要の減少により市場価
格が低落するなどの影響を受
けた高収益作物について、次
期作に取り組む生産者の支援
を行い、新たな需要等に対応
することができた。
・高収益作物次期作作物（セ
ントポーリア・多肉植物・シ
クラメン等）を実需者ニーズ
に即した新たな品種を導入。
・土づくり・排水対策等作柄
安定のために蒸気土壌消毒機
の導入。
・高温対策としてハウス内に
換気機能を導入。

令和３年度末の現況
面積が計画時の面積
以上となっているた
め事業実施主体の成
果目標は達成してい
る。



現況面積
（計画時）

（a）

左記に相当する面積の
現況面積

（令和３年度末）
（a）

事業実施主体名
事業実施

年度
成果目標の内容

成果目標の達成状況

具体的な取組内容
地方農政局長等の意

見

富加町農業再生協議会
令和２年

度

事業実施地区の対
象品目の作付面積
が令和３年度末に
現況面積以上とな
ること。
現況80a⇒目標90a

80.0 80.0

　野菜　次期作に向けて、産
地で推奨する品種の栽培に取
り組む。また、産地で推奨す
る農薬を利用する。
花き　次期作に向けて、産地
で推奨する品種の栽培に取り
組む。また、産地で推奨する
肥料、農薬を利用する。

事業実施主体が設け
た成果目標及び現況
面積以上の成果目標
が達成されていない
ため目標が達成され
るよう通知し、今後
の取組に期待する。

川辺町農業再生協議会
令和２年

度

事業実施地区の対
象品目の作付面積
が令和３年度末に
現況面積以上とな
ること。
現況面積：340a
→目標面積：350a

340.4 342.9

管内の中心的な農産物である
原木しいたけ、いちご、トマ
ト、花きの次期作について農
業用機械を利用した作業の効
率化を推奨しながら支援し
た。

事業実施主体が設け
た成果目標及び現況
面積以上の成果目標
が達成されていない
ため目標が達成され
るよう通知し、今後
の取組に期待する。

七宗町農業再生協議会
令和２年

度

事業実施地区の対
象品目の作付面積
が令和3 年度末に
現況面積以上にな
ること。現況６a
⇒目標６a

6.0 6.0

次期作に向けて、定植機や収
穫機等の導入により、生産・
流通コストの削減を図るとと
もに、浅耕等の耕うんを実施
し、土壌改良に取り組んだ。

令和３年度末の現況
面積が計画時の面積
以上となっているた
め事業実施主体の成
果目標は達成してい
る。

八百津町農業再生協議会
令和２年

度

事業実施地区の対
象品目の作付面積
が令和3 年度末に
現況面積以上とな
ること。現況 339
a ⇒ 目標 339 a

339.0 339.0

茶：次期作に向けて、地域で
推奨する肥料を導入するとと
もに、作業環境の改善策とし
て、労働安全確認事項の実施
を行った。

令和３年度末の現況
面積が計画時の面積
以上となっているた
め事業実施主体の成
果目標は達成してい
る。

白川町農業再生協議会
令和２年

度

事業実施地区の対
象品目の作付面積
が令和３年度末に
現況面積以上とな
ること。
現況26.23ha→目
標26.23ha

2,623.0 2,627.0

１．野菜
原木しいたけの高品質化のた
め、ほ木への灌水装置の導
入・更新を推進。
２．茶
土壌条件を改良するため、土
壌改良資材の導入を推進

令和３年度末の現況
面積が計画時の面積
以上となっているた
め事業実施主体の成
果目標は達成してい
る。



現況面積
（計画時）

（a）

左記に相当する面積の
現況面積

（令和３年度末）
（a）

事業実施主体名
事業実施

年度
成果目標の内容

成果目標の達成状況

具体的な取組内容
地方農政局長等の意

見

東白川村農業再生協議会
令和２年

度

事業実施地区の対
象品目の作付面積
が令和3 年度末に
現況面積以上とな
ること。
現況21ha⇒目標
23ha

2,184.3 2,400.3

茶 ・栽培暦で推進する肥料の
導入・作業環境改善のため安
全講習会の実施
・茶商が求める品質等に対応
するため、被覆の実施等に取
り組む。
花き・品質向上のための加温
装置の導入・利用実需者ニー
ズに即した梱包資材の導入・
栽培暦で推進する農薬の導
入。

令和３年度末の現況
面積が計画時の面積
以上となっているた
め事業実施主体の成
果目標は達成してい
る。

可児市農業再生協議会
令和２年

度

事業実施地区の対
象品目の作付面積
が令和３年度末に
現況以上となるこ
と。
現況362a→目標
370a

362.0 554.0

１．野菜
産地で推奨する梱包資材、農
薬、肥料等を導入
２．茶
産地で推奨する農薬の導入及
び、安全講習の受講による作
業環境改善
３．花き
産地で推奨する品目、品種の
栽培及び、灌水施設の導入に
よる生産性向上

令和３年度末の現況
面積が計画時の面積
以上となっているた
め事業実施主体の成
果目標は達成してい
る。

御嵩町農業再生協議会
令和２年

度

事業実施地区の対
象品目の作付面積
が令和３年度末に
現況面積以上とな
ること。
現況33.8a→目標
35a

33.8 36.4

1 野菜
トマトを中心に新たな循環扇
や加温ボイラーなどを導入、
また種苗類では肥料を導入す
る。
1 花き
産地とウの取り決めに基づ
き、まとまって品質の高いも
のに限定して生産・出荷し、
消費者ニーズに沿った梱包を
実施する。
・取組実施者に対する事業の
周知徹底
・申請書等の確認、取りまと
め、取組実施者に対する交付
金の交付
・取組の実施確認

令和３年度末の現況
面積が計画時の面積
以上となっているた
め事業実施主体の成
果目標は達成してい
る。



現況面積
（計画時）

（a）

左記に相当する面積の
現況面積

（令和３年度末）
（a）

事業実施主体名
事業実施

年度
成果目標の内容

成果目標の達成状況

具体的な取組内容
地方農政局長等の意

見

関市農業再生協議会
令和２年

度

事業実施地区の対
象品目の作付面積
が令和３年度末に
現況面積以上とな
ること。　現況
6.92ha⇒目標7.0
㏊

692.3 617.2

１．野菜
次期作に向けて、品目横断的
な労働安全講習会を開催し農
作業の安全の取組をこれまで
以上に充実・徹底させるとと
もに、生産性・品質向上のた
めに肥料・農薬を導入し利用
を推進する。
２．花き
次期作に向けて、品目横断的
な労働安全講習会を開催し農
作業の安全の取組をこれまで
以上に充実・徹底させるとと
もに、土壌分析を実施し、よ
い土づくりを推進し安定した
栽培を推進する。

事業実施主体が設け
た成果目標及び現況
面積以上の成果目標
が達成されていない
ため目標が達成され
るよう通知し、今後
の取組に期待する。

美濃市農業再生協議会
令和２年

度

事業実施地区の対
象品目の作付面積
が、令和３年度末
に現況面積以上と
なること。現況
25a ⇒ 目標 25a

25.0 25.0

野菜に関しては、次期作に向
けて市で推奨する品目の栽培
に取り組むことでブランドづ
くりと高収益化を図ったほ
か、産地で推奨する肥料の利
用を推進した。花きに関して
は、次期作に向けて安定生産
の為に土壌分析の実施を行っ
たほか、産地で推奨する肥料
の利用を推進した。
高収益作物次期作支援推進事
務としては、市のHPへの掲載
や市内直売所を通じて取組実
施者への周知を行った。ま
た、交付申請に際して、取組
実施者が円滑に交付金の受領
を行えるように確認を行っ
た。

令和３年度末の現況
面積が計画時の面積
以上となっているた
め事業実施主体の成
果目標は達成してい
る。



現況面積
（計画時）

（a）

左記に相当する面積の
現況面積

（令和３年度末）
（a）

事業実施主体名
事業実施

年度
成果目標の内容

成果目標の達成状況

具体的な取組内容
地方農政局長等の意

見

郡上地域農業再生協議会
令和２年

度

事業実施地区の対
象品目の作付面積
が令和３年度末に
現況面積以上とな
ること
　現況63.502ha
令和３年度末
63.562ha

6,350.2 6,356.2

１．野菜：家家庭内利用での
需要に向けた販売出荷や、新
たな販売先の開拓を行った。
又、土壌改良資材を用いた土
づくりや労働安全講習会を実
施した。
２．花き（鉢花）：岐阜県の
推奨品種や中山間地域の気候
に適合した品種を作付けし、
市場で希少性が高く有利販売
のできる経営を行った。多品
種生産し、需要に即した出荷
を図り、経営の安定を図っ
た。
３．わさび：岐阜県食品研究
所と共に推奨品種の栽培、肥
料農薬等の導入、低コスト化
や安定生産を図り、高付加価
値化することにより新たな需
要の掘り起こしを行った。

事業実施主体が設け
た成果目標及び現況
面積以上の成果目標
が達成されていない
ため目標が達成され
るよう通知し、今後
の取組に期待する。

中津川市農業再生協議会
令和２年

度

中津川市における
茶、花卉、野菜栽
培について、作付
面積の確保を図る
　現況11.2ha⇒目
標11.2ha

1,114.9 1,114.9

・在来種からの品種転換、品
種の更新
・農作業の安全に関する意識
向上のための取り組み
・産地ぐるみでの品質及び所
得向上を目指す取り組み

令和３年度末の現況
面積が計画時の面積
以上となっているた
め事業実施主体の成
果目標は達成してい
る。

恵那市農業再生協議会
令和２年

度

対象品目につい
て、生産体制の強
化に資する取組が
進展することによ
り、事業実施地区
の対象品目の作付
面積が現況面積

244.9 244.9

野菜類に関して、産地で戦略
的に導入する肥料、農薬、マ
ルチを導入した。
花きに関して、ニーズに応じ
た品種の生産、培土を活用し
て品質の向上を図った。

令和３年度末の現況
面積が計画時の面積
以上となっているた
め事業実施主体の成
果目標は達成してい
る。



現況面積
（計画時）

（a）

左記に相当する面積の
現況面積

（令和３年度末）
（a）

事業実施主体名
事業実施

年度
成果目標の内容

成果目標の達成状況

具体的な取組内容
地方農政局長等の意

見

飛騨地域農業再生協議会
令和２年

度

事業実施地区の対
象品目の作付面積
が令和３年度末に
現況面積以上とな
ること。現況
22.328a⇒目標
22.50a

2,232.8 2,331.4

１．野菜：ほうれんそう、春
菊、チャービル、はつか大
根：産地推奨の梱包資材の利
用、推奨農薬、推奨肥料の導
入・利用
２．茶：産地の推奨する肥
料、農薬の導入・利用。農作
業上の安全確啓発動画視聴。
３.花き：生産性・品質向上を
図るため、産地の推奨品種を
栽培し、推奨農薬・推奨肥料
の導入・利用を促進する。
産地の取り決めに基づき、芽
掻きなど追加的な作業等によ
り、まとまって品質の高いも
のに限定して生産・出荷す
る。

令和３年度末の現況
面積が計画時の面積
以上となっているた
め事業実施主体の成
果目標は達成してい
る。


